
45

Featured Articles

Vol.97 No.04 256–257　　社会イノベーション事業を支える知的財産

協創プラットフォームを創る
―国際標準化の新たなアプローチ―

社会イノベーション事業を支える知的財産
Featured Articles

1.　はじめに
日立製作所を含めわが国では，古くから国際標準あるい

は標準規格に取り組んできたが，その目的はさまざまで
あった。一方で，特に企業の活動においては，「ビジネス
戦略と一体となった国際標準化への取り組み」が求められ
ている。とりわけ，社会イノベーション事業は，社会イン
フラに IT（Information Technology）を応用して社会問題
の解決に寄与するという性格を持つため，コンシューマー
製品を販売するビジネスとは全く異なったアプローチが必
要である。
そのアプローチとは，技術提供者側の論理ではなく，

ユーザー側の論理を盛り込むこと，そのために投資家や政
府関係者を含むいわゆる「顧客」側と共同で開発するとい
うことである。これは日立がめざす「協創」のコンセプト
と一致する。
本稿では筆者の国際標準化のリーダーとしての経験や，

事例，いくつかの例題を取り上げ，国際標準化をどのよう
に事業に活（い）かすことができるのかを，なるべく分か
りやすく説明してみたい。

2.　国際標準の原点
ビジネスとの関係を論じる前に，まず国際標準とはどう

いうものなのかを改めて振り返る。その原点はWTO

（World Trade Organization：世界貿易機関）にある。WTO

は，貿易の技術的渉外に関する協定，通称TBT（Technical 

Barriers to Trade）協定を発行している。国際貿易において
工業製品などの規格や，その規格の適合性を評価する手続
きが，不要な貿易障害を起こさないようにすることを基本
理念とし，その第2条で「中央政府機関の強制規格
（Technical Regulation）は国際規格を基礎として規定する
こと」を義務づけている。
それでは，国際規格とは何であろうか。これはG/TBT/

1/Rev.10という決議書のAnnexes to Part 1のB項「TBT協
定の第2条，第5条，付属書3に記載の国際規格，および
勧告の開発に関する原則」に書かれており，国際規格6原
則と呼ばれる次の条件が挙げられている。
（1）透明性
（2）開放性
（3）公平性
（4）効率性・適切性
（5）一貫性
（6）途上国への配慮

ISO（International Organization for Standardization： 国
際標準化機構），IEC（International Electrotechnical Com-

mission：国際電気標準会議），ITU （International Tele-

communication Union：国際電気通信連合）は，このすべ
てを満たす組織として位置づけられている（図1参照）。
一方，同じ標準でも二種類のタイプに分類することがで
きる。これを技術標準とルール形成型標準と呼ぶことに
する。

市川 芳明
 Ichikawa Yoshiaki

社会イノベーション事業を促進するために必要な標準は従
来の技術規格ではなく，社会の仕組みやサービスに関す
る新しいタイプの標準である。そのためには，技術のプロ
バイダーだけではない，広くさまざまなステークホルダーと
の協創による国際標準化が必須である。本稿では，従来

の国際標準の捉え方（技術規格）と新しいアプローチ（ルー
ル形成型規格）の違いを比較し，ルール形成型規格によ
るビジネス新興への効果を論じる。また，日立が国際リー
ダーを務めて推進しているルール形成型規格の事例を紹
介する。
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技術標準は，工業標準化法の第2条に定義されていると
おりのものである。すなわち，鉱工業製品の種類，型式，
形状，寸法，品質，性能，生産・設計方法，分析，用語，
単位，測定方法，および建設物の設計・施工方法または安
全条件などである。
このような標準を実際に読んでみると，その文章の基本

構造が「製品は〇〇でなければならない」となっているこ
とが多い。したがって，このような規格には，自社の製品
のノウハウを開示することにつながる懸念が常につきまと
う。企業内で製品の開発や販売を担当している人たちが，
標準にあまりよいイメージを持っていないケースがままみ
られるが，その原因はこの懸念に起因しているのであろう。
一方で，ルール形成型標準はそうではない。特に国際標

準において，近年その数を増してきているタイプである。
そこには，鉱工業製品については書かれておらず，業務手
順やサービスのあるべき姿が規定されている。例えば，一
般的によく知られている ISO 9000や ISO 14000シリー
ズ，いわゆるマネジメントシステムスタンダードは，この
タイプの先べんをつけたものと言えるであろう。文章の基
本構造は，「組織は○○しなければならない」，あるいは
「サービスは○○でなければならない」，さらに「社会は○
○でなければならない」というものまである。
今の国際標準の世界では，この2つのタイプの標準が混
在して開発され，出版されている。しかし，筆者がより着
目したいのはルール形成型である。その理由は，以下に述
べるように，最もビジネスに有効活用できる可能性を秘め
ているからである。

3.　ビジネス視点で規格を捉え直す
ここでは，企業内部で国際標準がどのように認識されて

いるかについて述べたい。筆者が社内外の企業人と会話し

た経験から類推すると，現状で最も「普通」の捉え方は
図2に示すようなイメージではないであろうか。同図で
は，ビジネス活動を利益思考と社会貢献思考に分けて考え
たとき，その中核的な位置にはむろん利益思考があり，そ
の傍流として社会貢献思考があるという位置づけからス
タートする。
それには競争要因が強く関わっている。これを有利に活
用する手段として特許が登場する。一方で，傍流の社会貢
献思考の下には公益を目標とした活動があり，そこに標準
が位置づけられ，広くノウハウを開放するというイメージ
とひも付けられる。この捉え方をする限り，国際標準をビ
ジネスに有効に活かす道は想像しがたい。
そこで，次のような仮想的な事例を考えてみたい。ある
企業A社が高品質のチョコレートを販売しているとしよう
（図3参照）。その企業のいる市場環境は同図の上に示した
だ円のようになっている。A社の作る高品質チョコレート
の市場シェアは，低品質低価格の製品に押されて低い状態
である。これを標準を使って打開するにはどうしたらよい
のであろうか。2つのアプローチがあり得る。
第一のアプローチはシェアを獲得するための差別化戦略

旧チョコレート市場

低品質

チョコレート市場
チョコレート市場＋
健康食品市場

低品質 高品質 低品質

チョコレートの品質基準と
試験方法

健康食品の概念にチョコレートを追加
第一のアプローチ 第二のアプローチ

高品質

高品質

図3│仮想的な例題としてのチョコレートビジネス
第二のアプローチは社会のルールを規定するものである。
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図2│旧態依然とした標準の捉え方
標準は利益に直結するものではなく公益のためであると思われてきた。
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加盟国は，国際標準機関の策定する標準規格を
採用すべき

国際標準機関の条件 ISO
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（1）透明性
（2）開放性
（3）公平性

（4）効率性 ・ 適切性
（5）一貫性
（6）途上国への配慮

図1│国際標準とWTO
国際標準はWTO（World Trade Organization：世界貿易機関）による6原則を
守ることが条件づけられている。

注：略語説明　 TBT（Technical Barriers to Trade），GP（Government Procurement），
ISO（International Organization for Standardization：国際標準化機構），
IEC（International Electrotechnical Commission：国際電気標準会議），
ITU（International Telecommunication Union：国際電気通信連合）
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である。もともと品質は消費者の目に見えなかったと仮定
する（食べてみたらおいしいという違いはあるとしても）。
これを明確化するために，チョコレートの品質基準と試験
方法を標準化するのである。例えば高品質には5つ星な
ど，品質のグレードに合わせて星をつけて箱に表示すると
いう標準化である。
このアプローチは思いつきやすいし，確かに効果はある

に違いない。しかし，まず実現が難しいと思われる。国際
標準化は多くの国と企業の代表が集まって合同作業をする
ものであり，皆の合意が不可欠である。そして参加したい
同業他社を拒んではいけない。したがって，このような標
準規格は参加者全体の合意を得て成立することが難しくな
るのである。つまり，「協創」はあまり起こらない。
第二のアプローチは，チョコレート製造という技術から

離れた標準を作ることである。例えば，健康食品である。
これは特定の製品というよりも，市民が食生活を改善し，
健康を維持するための社会ルールと考えてほしい。そこに
例えば，チョコレートに豊富に含まれているポリフェノー
ルを奨励する規定を盛り込む。もちろんポリフェノールは
赤ワインやその他の食品にも含まれているので，チョコ
レートだけが奨励されるわけではないが，それまでの菓子
市場とは別に，健康食品という新しい市場を得て，トータ
ルとしての市場は大幅に拡大することになる。
しかも，このような標準は作りやすい。同業他社も少な

からず恩恵を受けるからである。第一のアプローチは，
トータルの市場の大きさは変わらず，その中での取り合い
になるために合意が得られにくいものであったが，この第
二のアプローチでは参加者全員のWin－Winの関係が保
たれるのである。
すなわち，国際標準とは，国際的な市場を形成するため

の有効な手段であるとも捉えることができる。これはビジ
ネスの成功を導くための，特許活動と両輪を成す重要な要
素である。この概念をイメージ化したものを図4に示す。
ある商品がある技術的な強みを持つとした場合，これは例

えば特許という手段で効果的に保護できる。一方で，これ
だけでビジネスが成功するとは限らない。この強みを評価
して受け入れる市場が大きくなければならない。その市場
を形成するための極めて有効なツールの一つが標準規格で
ある。
上述の例に示すように，ビジネスを盛り立てる標準規格
は商品の技術に関するものではなく，その商品の使い方や
使われ方に関するもの（その製品を活用するサービスも対
象になる），あるいはその商品の新たな価値が見出せるよ
うな社会的規範のようなものが望ましい。この観点では，
前出のルール形成型と呼んだものと相性がよいのである。

4.　標準を社会イノベーションに活かすための視点
ここでは別の角度から標準とビジネスの関係を眺めてみ
たい（図5参照）。
中央部にはビジネスの商流を図示している。およそすべ
ての産業は社会課題を背景に，その解決策として発展して
きた。例えばどこかの新興国の都市においてエネルギーの
供給という課題があるとしよう。この課題を解決するため
に，電力網の整備という政策が打ち立てられ，国家プロ
ジェクトが発生する。その結果，電力事業者（製品プロバ
イダーからみれば顧客である）がニーズを整理し，評価指
標としてのKPI（Key Performance Indicators）に落とし込
み，国際調達をかける。ここで初めて製品プロバイダーが
応札することになる。その結果，落札した企業が製品を納
め，その企業または地場の企業が運用と保守の契約を獲得
する。
さて，この一連のビジネスの流れの中で，従来型の標準
化と言えば，同図の下のボックスの範囲，すなわち技術標
準（製品の形状，性能やプロトコルなど）である。送電線
の電圧規格やコネクターの形などに代表される規格のイ
メージである。このような標準化は，一度国際標準にして
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図4│市場形成の役割を果たす国際標準
特許は製品の強みを確保するが，標準は市場を形成することに役立つ。
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図5│標準化の領域と商流
現代型の標準化はビジネスの上流側にアプローチする。

注：略語説明　ODA（Official Development Assistance：政府開発援助）
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しまえば，各社が自由に使えることが前提であり，いわゆ
る「共通化」が主要な目的と効果であると言える。である
とすると，「なにも我が社がやらなくとも他社や海外のど
なたかが作ってくれたほうがうれしい」という意見も出て
くるであろう。つまりビジネスへの貢献が見えにくい。
一方で，社会インフラ輸出に関しては「パッケージ」と

か「丸ごと」というキーワードが最近の流行語になってき
ている。これらのキーワードの意味するところは，単なる
製品の提供を超え，顧客の課題解決を請け負うということ
である。すなわち図5の商流の上流側に事業領域を広げて
いくということである。
利益率の高い欧米の大企業では，下流の製品は外部から

調達することに徹し，上流の部分で付加価値を創出すると
いうビジネスモデルになっている。図5に予算規模を当て
はめて想像すると，上流から下流に行くにしたがって小粒
に分解され，利益が減っていくことは明らかである。魅力
的なのは上流である。そして，最も上流に行くと，「社会
課題」に到達する。
このように理解すると，これからめざす標準のあるべき

場所はこれまでとは違って見える。図5の上の四角に囲ん
である，「社会課題対策」，「複合システム」，「サービス」と
いった対象の標準化である。そして，すでに諸外国はこの
点を十二分にわきまえている。
最近設立された ISOの専門委員会のテーマには明確な

傾向がある。専門委員会はTC（Technical Committee）あ
るいはPC（Project Committee）と呼ばれ，タイトルに表
された特定の領域に関する規格を策定する。専門委員会に
参加する国々の 2

3 以上の合意があれば国際標準規格（一般
に言う ISOはこれを指す）を発行できる。この専門委員会
のテーマが日本の常識とはだいぶかけ離れているのであ
る。TC 247は「不正防止および管理」，PC 272は「科学
捜査」，TC 292は「セキュリティ」となっている。これら
はいずれも，その名の示すとおり，社会問題を直接規格の
テーマとして扱っている。つまり，社会のルールを規定す
る標準を策定しているのである。
国際標準化機構は，先に述べたようにWTOによって確

たる地位を与えられており，各国の強制規格（法律によっ
て義務づけられた規格）を作ることも可能である。した
がってこのような標準化のテーマも違和感なく受け入れら
れる。
一方で，その裏には当然ビジネスの意図があると考える

べきである。例えば，PC 272「科学捜査」※1）を見てみよう。

このタイトルを聞くと米国のドラマ「CSI：科学捜査班」
や日本の科学捜査研究所を舞台とした警察ドラマを思い浮
かべる読者も多いであろう。それらのドラマでは，さまざ
まな最新の科学分析技術が活用され，犯人像が浮き彫りに
されていく。
ところが，現在このPCが作っている規格は，ISO 

18385「科学捜査のための生物学的資料の収集と分析に用
いる製品の汚染リスク最小化」というものである。簡単に
言えば，DNA（Deoxyribonucleic Acid）採取用の綿棒など
に，犯人以外のDNAが混入していないことを確実にする
ための品質管理手順や検証方法などが規定されている。
もしも日本の，例えばDNAサンプル用の高品質の綿棒
を製造しているメーカーが国際標準規格を作ろうとした
ら，その委員会のタイトルは「DNA採取用綿棒の品質要
求」であったかもしれない。ところが，この委員会を主導
しているオーストラリアはあえて，「科学捜査」というタ
イトルにした。その裏には，高品質綿棒の独自市場を拡大
するという意図があるように思える。現に汚染された綿棒
で誤認逮捕が起こっているという事実も有力な追い風であ
ろう。
科学捜査というタイトルの委員会である限り，この規格
化が終わってもさらにさまざまな標準規格を作り続けるこ
とが可能な広い概念のテーマ設定である※2）。科学捜査に
関わるさまざまな最新技術に関連するビジネスの市場が形
成されていくのかもしれない。

5.　事例
ここでは筆者が実際に国際標準化のリーダーとして関
わっている事例を2つ紹介する。

5.1　IEC TC 111

筆者が議長をしているTC 111は IECのTCであり，「電
気電子機器および製品の環境規格」というタイトルである。
会合では常に100名近い参加者を集めるこの専門委員会
（図6参照）は，社会ルールの典型である法律と深く関わっ
ている。
その一例を示す（図7参照）。TC 111では，電気電子製
品に含まれる有害化学物質の濃度試験方法についての標準
規格 IEC 62321を発行した。
この規格は，欧州に始まって世界で幅広く法律として採
用されているRoHS（Restriction of Hazardous Substances）
指令と呼ばれる規制（カドミウムなど6種類の有害物質の
含有禁止）に対するコンプライアンスをチェックする目的

※1） 現在，日本では「法医学」と訳されているが，原文はForensic Scienceであり，
その意味は犯罪捜査のための科学である。特に医学に限定されているわけでは
ない。

※2） PCは一つの標準規格を発行し終えると解散するが，そのテーマが広範な場合，
TCに昇格して継続することが少なくない。
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で作られた。
TC 111が規格を発行した後，欧州政府はRoHS指令へ

の整合規格※3）EN（European Norm） 50581を発行した。
その中で規定的な引用規格（Normative Reference）として
EN 62321（IEC 62321と一字一句同じもの）を引用してい
る。この規格は IEC TC 111で作った。つまり，実質的に
は IEC TC 111が欧州の法律に関わるルールの一部を規定
していることになる。

日本企業をはじめとするTC 111の参加企業は，世界で
も最も厳格にRoHS指令を守っていると言える企業であ
り，そのための技術開発も急ピッチで行った。その製品の
強みを市場に活かすための有効な標準規格であると言える。
さらにもう一つの成果事例を示す（図8参照）。これま
で欧州の環境対策は温暖化対策にほぼ絞られていたが，最
近では資源効率に着目した製品政策の準備に入っている。
つまりリサイクル性の高い製品の普及促進政策である。
一方，TC 111では，製品のリサイクル性についても早
くから取り組んでおり，設計段階からリサイクル性を定量

図6│環境問題を取り扱うIEC TC 111
下の写真は2014年のIEC東京大会でのTC（Technical Committee） 111会合の模様を示す。

図7│欧州の法律RoHS2の必須規格としての引用
TC 111委員会で策定した規格がRoHS（Restriction of Hazardous Substances）2の必須規格として引用されたため，実質的に法律を規定したことになる。

※3）ほぼ法律と同じ権威があり，これに適合すると順法であると見なされる。
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的に評価するための方法論を技術報告TR（Technical 

Report） 62635として発行すべく取り組んでいた（その後
2012年に発行された）。ちょうどその最中に，筆者が欧州
政府の環境総局を訪問する機会があった。
製品政策の担当官にこの技術報告を策定中であると伝え

たところ，仲間に入れてほしいと依頼された。もちろん了
承したところ，早速専門家を派遣して我々の活動に参加
し，その成果を次期政策の提言として公表したのである。
図8の下線部には「IEC TR 62635の内容に沿って大幅に
改定した」という文言が見て取れる。標準の力は，将来の
法制化の行方にさえも影響を与えることができる。もちろ
んこれはリサイクル性に優れた製品の市場を拡大するとい
うビジネス面の効果が期待できる。

5.2　ISO/TC 268/SC 1

もう一つ現在筆者が国議長を務めている国際標準に，
ISO/TC 268/SC 1 「スマート・コミュニティ・インフラス
トラクチャー（Smart community infrastructures）」がある。
これも都市問題という，大変上流側をテーマとした委員会
であるが，ビジネスに関係の深い「スマートシティ」，「イ
ンフラ」というところに焦点を絞った。

ISO/TC 268/SC 1は日本のJSCA（Japan Smart Community 

Alliance：スマートコミュニティ・アライアンス）のメンバー
で発案し，2011年冬に国際提案，2012年からスタートし
た新しい専門委員会である。この委員会には，現時点です
でに1つの発行済み技術報告 ISO TR 37150と国際投票可

決済みの規格 ISO TS（Technical Specifi cation） 37151があ
るが，いずれも「地域インフラのスマートさを評価する指
標」を取り扱ったものである。
今後社会インフラをパッケージとして途上国に輸出した
り，都市をリニューアルしたりするために導入していく際
に，目的に合致した適切な技術が世界に普及するための巨
大な市場を形成するルール作りをねらいとしている。

6.　おわりに
事例として紹介した IEC TC 111と ISO/TC 268/SC 1は

いずれも技術標準ではなく，ルール形成型の標準を作る活
動である。ビジネスに活かすための標準化は，技術そのも
のを規格化するのではなく，その技術を有効活用するため
の規格をめざすべきである。標準化のテーマは社会課題や
サービスなど商流の上流側がふさわしく，同業者とWin

－Winの関係を築きつつ，その技術の市場拡大あるいは
新市場の開拓をめざすべきである。

図8│欧州の政策提言への引用
欧州委員会の政策提言書は，IEC TC 111発行の規格に合わせて大幅に内容を改定したと述べている。

1）  市川：ビジネスと標準化，自動車技術，Vol. 69，p. 51～56（2005.1）
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